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外国株式ファンドへの資金流入は回復せず 

2024年９月の日本籍追加型株式投信（ＥＴＦを除く。以降、ファンドと表記）の推計資金流出入をみ

ると、外国株式ファンドに 8,800億円の資金流入があった【図表１】。９月も大規模な資金流入があっ

たといえるが、2024年に入って最小だった８月の 8,600億円とほぼ同規模であった。 

 

一般販売されている外国株式ファンドをタイプ別にみると、インデックス型に 5,600億円、アクテ

ィブ型に 2,700億円の資金流入があった。８月からともに増加したが、増加額はそれぞれ 200億円に

とどまった。特にアクティブ型の外国株式ファンドは「グローバル・オポチュニティ・パートナーズ・

ファンド」（【図表２】赤太字）を中心に９月新設された９本に 600億円の資金流入があり、既設のフ

ァンドに限ると８月から鈍化していた。 

 

【図表１】 2024 年９月の日本籍追加型株式投信（除く ETF）の推計資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 

▲ 500億円

0億円

500億円

1,000億円

1,500億円

2,000億円

8,500億円

︙

SMA

専用

流入
↑

↓

流出

2024-10-07 

研究員 

の眼 

ニッセイ基礎研究所 

投信市場で尾を引く７、８月の急落 
～2024 年９月の投信動向～ 

 

 

 

 

 

 

 

金融研究部 主任研究員 前山 裕亮 

(03)3512-1785  ymaeyama@nli-research.co.jp 



 

2｜               ｜研究員の眼 2024-10-07｜Copyright ©2024 NLI Research Institute All rights reserved 

 

【図表２】 2024 年９月の推計純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA・DC 専用ファンドは除く。 

 

外国株式ファンドには８月の後遺症が？ 

そもそも前月の８月はインデックス型、アクティブ型問わず一般販売されている外国株式ファンド

への資金流入が大幅に減少した。だがインデックス型とアクティブ型とで流入減の仕方がやや異なっ

ていた。 

 

まず、アクティブ型の外国株式ファンドは買い控えによるところが大きかった。実際に設定額が年

初から増加基調で５月以降は１兆円を超えていたが、８月に 8,100億円まで減少した【図表３：左】。

解約額も８月に減少して 2024 年に入って最小だったが、それ以上に買い控えが起きたため流入額が

減少した。９月も既設のアクティブ型の外国株式ファンドへの資金流入がさらに鈍化していたことを

踏まえると、８月と同等もしくはそれ以上に買い控えが起きていた可能性がありそうである。 

 

それに対してインデックス型の外国株式ファンドでは８月も買付が比較的底堅かったが、売却が膨

らんだ影響も大きかった【図表３：右】。設定額はアクティブ型と同様に７月と比べると急減したが、

これは７月が好調過ぎた面もあり、５月や６月と比べるとそこまで落ち込んでいなかった。しかし、

インデックス型の外国株式ファンドでは解約額が７月、８月と増加し、特に８月は 4,600億円と１月

を超え過去最大となったため、買付の減少以上に資金流入が鈍化していた。 

 

【図表３】 アクティブ型（左）とインデックス型（右）の外国株式ファンドの設定額と解約額 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。SMA 専用ファンドは除外、2024 年９月は流出入（推計値）のみ。 

 ファンド名 運用会社
８月の
流出入

９月の推計
純流入

純資産
９月末時点

1位  eMAXIS Slim 全世界株式(オール・カントリー)  三菱UFJアセットマネジメント 1,542億円 1,468億円 4兆1,300億円

2位  eMAXIS Slim 米国株式(S&P500)  三菱UFJアセットマネジメント 1,196億円 1,204億円 5兆1,779億円

3位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 795億円 635億円 2兆8,457億円

4位  インベスコ 世界厳選株式オープン<為替ヘッジなし>(毎月決算型)  インベスコ･アセット･マネジメント 482億円 502億円 1兆5,462億円

5位  野村日本新鋭成長株ファンド  野村アセットマネジメント --- 477億円 465億円

6位  グローバル・オポチュニティ・パートナーズ・ファンド  アセットマネジメントOne --- 312億円 312億円

7位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Bコース(為替ヘッジなし)  アライアンス･バーンスタイン 265億円 210億円 1兆3,588億円

8位  SBI・V・S&P500インデックス・ファンド  SBIアセットマネジメント 140億円 207億円 1兆7,209億円

9位  楽天・S&P500インデックス・ファンド  楽天投信投資顧問 224億円 195億円 2,801億円

10位  GSグローバル社債ターゲット2024-09(限定追加型)  ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント --- 170億円 170億円
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なお、インデックス型の外国株式ファンドは一般販売されているものに限っても９月末の純資産総

額が 27兆円を超え、アクティブ型の 36兆円に迫ってきている。あくまでも売却が７月、８月に膨ら

んだといっても 5,000億円未満であり、インデックス型の外国株式ファンド全体でみると少額であっ

たといえる。 

 

ただし、外国株式ファンドの基準価額が急落した７月下旬に 2,000億円、８月上旬に 3,200億円と

売却が集中しており、基準価額の急落に驚いて売却する個人投資家が一部でいたようだ。９月はイン

デックス型の外国株式ファンドの資金流入が８月から増加したとはいえ小幅であったため、９月もイ

ンデックス型の外国株式ファンドの解約がそれなりに出たのかもしれない。 

 

インデックス型の外国株式ファンドは新ＮＩＳＡをきっかけに投資を始めた人も購入している場合

が多い。投資を始めたばかりの人が７、８月の基準価額の急落を受けて、徐々に脱落してきているこ

とも考えられるだけに、今後のインデックス型の外国株式ファンドの販売動向が注目される。 

 

アクティブ型の国内株式ファンドの販売も黄色信号？ 

また、９月は国内株式ファンドに 800億円の資金流入があったが、８月の 2,900億円から大幅に減

少した。 

 

８月は国内株式が急落する中、逆張り投資によってインデックス型を中心に資金流入が膨らんでい

た。一般販売されているインデックス型の国内株式ファンドは９月に入っても株価が下落した上旬に

買い越されたが、持ち直した中旬以降は売却超過となった。結果的に１カ月通してみると流入額は 100

億円未満となり８月の 1,800億円から急減した【図表４：右】。さらに一般販売されているアクティブ

型の国内株式ファンドも９月に 500億円の資金流入と８月の 800億円から減少した【図表４：左】。 

 

【図表４】 アクティブ型（左）とインデックス型（右）の国内株式ファンドの設定額と解約額 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。SMA 専用ファンドは除外、2024 年９月は流出入（推計値）のみ。 
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アクティブ型の国内株式ファンドはインデックス型より流入額の減少が小幅であったが、９月新設

ファンド（【図表２】青太字）に 500億円近く資金流入があり、実は既設のファンドに限るとインデッ

クス型同様に流入額が 100億円未満であった。アクティブ型の国内株式ファンドもインデックス型と

同様に９月中旬以降に国内株式が持ち直すとともに利益確定売りが膨らんでいた可能性がある。ただ

し、設定額が年初から減少基調であることを踏まえると、外国株式と同様に販売自体が鈍化してきて

いるのかもしれない。 

 

このように９月は外国株式ファンドへの資金流入があまり回復せず、さらに国内株式ファンドへの

資金流入が鈍化したこともあり、ファンド全体に１兆 1,600 億円の流入にとどまった。８月の１兆

3,600億円から減少し、2024年に入ってから最小となった。 

 

中国株式ファンドが好調 

９月は中国の景気対策に対する期待感から中国株式が大きく上昇したことから、中国株式ファンド

が総じて高パフォーマンスであった【図表５】。 

 

【図表５】 2024 年９月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2024 年９月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 

ファンド名 運用会社
９月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
９月末時点

1位  iFreeNEXT ATMX+  大和アセットマネジメント 23.6 % 18.3 % 10 億円

2位  アムンディ・グラン・チャイナ・ファンド  アムンディ･ジャパン 20.2 % 2.9 % 31 億円

3位  UBS中国新時代株式ファンド(年1回決算型)  UBSアセット･マネジメント 18.7 % 3.8 % 97 億円

4位  UBS中国新時代株式ファンド(年2回決算型)  UBSアセット･マネジメント 18.6 % 3.8 % 31 億円

5位  三菱UFJ チャイナオープン  三菱UFJアセットマネジメント 18.3 % 11.3 % 54 億円

6位  アムンディ・中国株ファンド  アムンディ･ジャパン 18.1 % 11.8 % 17 億円

7位  ダイワ・チャイナ・ファンド  大和アセットマネジメント 17.5 % 8.9 % 38 億円

8位  フィデリティ・チャイナ・フォーカス・オープン  フィデリティ投信 17.2 % 8.6 % 23 億円

9位  DIAM中国関連株オープン  アセットマネジメントOne 17.1 % 7.1 % 19 億円

10位  チャイナ・リサーチ・オープン  三井住友トラスト･アセットマネジメント 17.1 % 4.3 % 11 億円


